




要約;ポリグロビンーN(C-425)臨床試験後期第2相 133(治療開始時に冠動脈病変を認めな

かった症例 124、認めた症例 9)例のデータをもとにγグロブリン投与終了翌日の検査所見

から、その後の冠動脈病変出現の予測を試み、γグロブリン追加療法の適応について検討

した。好中球増多とCRP 高値または発熱の内 2つ以上を認めた症例では、冠動脈に病変を

生じる例が多く、冠動脈病変出現の予測値は好中球増多と CRP 高値、好中球増多と発熱、

CRP 高値と発熱それぞれ 79%、71%、65%であった。また、治療開始時に冠動脈病変をすで

に認めていた症例の場合も、γグロブビン投与終了翌日に、好中球増多と CRP 高値を認め

る例では全例、冠動脈病変は 60 病日の時点でまだ残存しており、そうでない例では全例

は、冠動脈病変は心臓超音波検査上、消失していた。


